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未来に向かって

天候にも恵まれ，６日(日)に
行われた豊中祭，たくさんの皆
様にお越しいただき，本当に，
本当にありがとうございました。
子どもたちは，生徒会執行部を
中心として，「聲(こえ)～思いを
一つに届けよう～」をテーマに
掲げ，練習や準備を進めてきま
した。少人数の学校ですが，子
どもたちは一人何役も務め，来
場の皆様に日頃の感謝の気持ち
とおもてなしの心を伝えようと
一生懸命頑張りました。フィナ
ーレでの，学校を後にする保護
者・地域の皆様の笑顔，それに
応える子どもたちの笑顔が，と
てもまぶしく感じられました。
子どもたち一人一人の「聲」が，
ご来場の皆様に届いていたので
はないでしょうか？

今日10月１１日(金)に前期の終業式が行われました。終業式で作文の発表をしてくれた1年
の加藤春道さん，2年の田口泰俄さん，3年の藤田美玖さん，ありがとうございました。それ
ぞれの発表内容には，前期を振り返っての成果と課題，後期への意気込みが盛り込まれていま
した。皆さんはいかがだったでしょうか。

４月４日(木)始業式の日に，式辞として２・３年生の皆さんに私から
３つのことをお話しました。次の日の入学式には，１年生の皆さんにも
同じ内容をお話しました。皆さんは，どんなことを話したのか覚えてい
ますか？要点をもう一度まとめましたので，自分の前期での活動や生活
はどうであったのか振り返ってみてください。
・高い目標を掲げて，具体的な計画を立て，日々努力してほしい
皆さんは未来に向かって無限の可能性を持っています。しかし，目標

への挑戦なくしてその可能性の開花はありません。自分の未来を自分で
創り出していく力を身に付けていく大切な時期です。目標達成に向かう
途中で，厳しくつらいこともあると思います。でも，たくましい意志，
知恵，勇気をもって困難を乗り越えていってほしいと思います。
・よい友達をたくさん作り，友情の輪を広げていってほしい
ただ遊び合うだけや調子を合わせるだけの友達は本当の友達にはなれ

ません。共に磨き合い，支え合う，真剣に努力し合う人と人の間にこそ
真の友情が生まれるのです。
・周りの人を思いやり，他の人の痛みがわかり，他の人の意見に耳を傾
けることを大切にしてほしい
お互いが心を開き合うことで，そこに本当の意味のコミュニケーショ

ンが生まれます。そして，笑顔あふれる明るい学級・学年・学校を創っ
ていってほしいものです。

思い返してみると，皆さんの成長や活躍がたくさん見られた前期でした。中でも，野球部合
同チームの県大会出場。１勝を挙げてのベスト８進出。グラウンドもスタンドも一緒に燃えた
夏の思い出です。そして，全校の総力を結集して成功させた豊中祭。現在行われているＷ杯ラ
グビーの日本代表チームのスローガン「ＯＮＥ TEAM」の精神が，豊成中にもしっかりと宿
っていることを感じました。たくさんの収穫があり，勿論その中には課題もあったはずです。
その課題の克服に向けた皆さんの今後の頑張りを期待しています。


